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概要

• 温度応力は『SS7 Premium』で起動した場合に利用可能な機能と

なります。

• 柱、大梁、鉛直ブレース、水平ブレース、任意配置鉛直ブレー

ス、任意配置水平ブレースに対して指定することができます。

• 指定した温度応力は「G+P」のケースに含めて考慮されます。

2温度応力の機能説明



入力項目

[2.2.荷重計算条件－7.特殊応力の

考慮－温度応力の考慮]について

“する”を指定することで温度応力

の指定が有効となります。

“温度応力の倍率”の指定では、入

力項目から計算された温度応力に掛

ける倍率指定となります。
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入力項目

計算条件より温度応力を考慮するとした

場合に[8.6.2.温度応力]より入力が可能

となります。

以下の部材に対して温度応力を指定する

ことができます。

・大梁

・柱

・鉛直ブレース

・水平ブレース

・任意配置鉛直ブレース

・任意配置水平ブレース
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入力項目

計算条件より温度応力を考慮するとし

た場合、以下の温度応力のアイコンが

有効になります。

アイコンから温度応力の入力ウィンド

ウを開くことができます。

ツールバー

・[7.1.柱(柱脚)]

・[7.2.大梁]

・[7.5.鉛直ブレース]

・[7.14.水平ブレース]

［7.部材配置］

ツールバー
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入力項目－大梁

大梁では以下の指定が可能です。

α ：線膨張係数

ΔT ：軸方向の温度差

ΔTb：水平方向の温度差

ΔTD：鉛直方向の温度差

tb  ：水平方向の温度勾配用厚さ

tD  ：鉛直方向の温度勾配用厚さ

6温度応力の機能説明 ※ 図は温度差を正値入力した場合の変形を示します。



ΔTが正値の場合は軸方向に伸びる変形

となります。

ΔTが負値の場合は軸方向に縮む変形と

なります。

入力項目－大梁

軸方向の温度応力のみ考慮する場合は

α、ΔTのみ指定します。
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入力項目－大梁

軸方向の温度応力は入力指定と部材の断

面内容から以下のように計算されます。

𝑁 = 𝑛 ∙ 𝐸𝐴0 ∙ 𝛼 ∙ ∆𝑇

𝑛 ：温度応力の倍率

𝐸 ：ヤング係数

𝐴0：原断面の断面積

𝛼 ：線膨張係数

∆𝑇：軸方向の温度差
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入力項目－大梁

水平方向の温度応力のみ考慮する場合

はα、ΔTb、tbのみ指定します。

tbが0の場合は入力されている部材断面

から自動計算します。
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入力項目－大梁

ΔTbの正負によって部材に作用する
モーメントの向きが異なります。

以下の図ように片側が伸びる変形(赤
線)、反対側が縮む変形(青色)となるこ
とでモーメントが生じます。

ΔTbが正値の場合は始端から終端に向
かって左側が伸び、右側が縮むように
モーメントが生じます。

ΔTbが負値の場合は始端から終端に向
かって左側が縮み、右側が伸びるよう
にモーメントが生じます。
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入力項目－大梁

g3(ΔTbが正値)、 g4(ΔTbが負値)の指定では以下の図のようなイメージ

となります。

平面図
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入力項目－大梁

水平方向の温度応力は入力指定と部材

の断面内容から以下のように計算され

ます。

𝑀 = 𝑛 ∙ 𝐸𝐼0 ∙ 𝛼 ∙
∆𝑇𝑏

𝑡𝑏

𝑛 ：温度応力の倍率

𝐸 ：ヤング係数

𝐼0 ：原断面の断面二次モーメント

𝛼 ：線膨張係数

∆𝑇𝑏：水平方向の温度差

𝑡𝑏 ：水平方向の厚さ
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入力項目－大梁

鉛直方向の温度応力のみ考慮する場合はα、 
ΔTD、tDのみ指定します。

tDが0の場合は入力されている部材断面から
自動計算します。

ΔTbと同様に、ΔTDも正負の違いによって
部材に作用するモーメントの向きが異なり
ます。

正値の場合は上端が伸び、下端が縮むよう
な変形となり、負値の場合は上端が縮み、
下端が伸びるような変形となります。

計算内容は鉛直方向の場合も水平方向と同
様となります。
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入力項目－柱

柱では以下の指定が可能です。

α  ：線膨張係数

ΔT ：軸方向の温度差

ΔTx：X方向の温度差

ΔTy：Y方向の温度差

tx  ：X方向の温度勾配用厚さ

ty  ：Y方向の温度勾配用厚さ

14温度応力の機能説明 ※ 図は温度差を正値入力した場合の変形を示します。



入力項目－柱

柱も大梁の場合と同様となります。

軸方向のみ温度応力を考慮する場合

はα、ΔTのみ指定します。

X方向のみ温度応力を考慮する場合は

α、ΔTx、txのみ指定します。

Y方向のみ温度応力を考慮する場合は

α、ΔTy、tyを指定します。
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入力項目－柱

ΔTx、ΔTyの正負によって部材に作用
するモーメントの向きが異なります。

(赤線が伸びる面、青線が縮む面)

ΔTxが負値
ΔTyが正値

ΔTxが正値
ΔTyが正値

ΔTxが負値
ΔTyが負値

ΔTxが正値
ΔTyが負値Y
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入力項目－ブレース

ブレースでは以下の指定が可能です。

α ：線膨張係数

ΔT：軸方向の温度差

ブレースでは軸方向の温度応力のみ指定が可能

です。

計算内容については大梁、柱と同様となります。
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計算結果

計算結果は「1.1.応力図(一次)」の、「G+P」のケースより確認することができます。
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計算結果

温度応力によって部材に掛けられる応力の内訳を「5.2.7.温度応力の内訳」に出力します。

19温度応力の機能説明



使用上の注意点

■剛床仮定の解除

大梁に温度応力を配置する場合は[10.2.剛床仮定の解除] の指定の有無によって応力計

算結果が異なります。剛床仮定の場合は部材は変形せず、部材に生じる温度応力は部材

にそのまま残る結果となりますので注意が必要です。

剛床仮定の解除なし 剛床仮定の解除あり
(R層 鉛直時)
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使用上の注意点

■柱軸変形の考慮

[2.3.応力計算条件] 2.柱軸変形の考慮 鉛直荷重時について考慮しないとしている場合、

柱の軸変形用断面積を1000倍にして解析します。そのため、温度応力の指定に対して部

材の変位が小さくなりますので注意が必要です。

柱軸変形の考慮しない 柱軸変形の考慮する
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